





平成 27 年 1 月 31 日
まえがき
　2014 年 11 月 15 日（土）、富山大学地域連携推進機構生涯学習部門では、三度目となるワーク
ショップを開催いたしました。テーマは「あなたの学びをその先へ～「これからの学び」をワー
クショップでデザインする～」といたしました。
　東日本大震災を受け、2012 年 7 月 7 日（土）、「災害が起きたらどうする？」というテーマで熟
議を開催しました。これは「地域と共生する大学づくりのための全国縦断熟議」の一環として進め
た事業です。この取り組みにより、災害が身近なものであるという認識が広まったと考えます。























・ワーク①　自己紹介と「現在の学び」を紹介します　13：35 ～ 14：05（30 分）
・ワーク②　今求められる新しい講座について提案します　14：15 ～ 14：45（30 分）
・ワーク③　今の学びを「形」にしましょう　14：45 ～ 15：15（30 分）
・まとめ　15：15 ～ 15：30（15 分）
【発表】
・各グループの発表　15：30 ～ 15：45（15 分）
【講評と挨拶】



















































































































































































































































































































































































































































































































日 10 時～ 15 時、1.5h 以内／平日夕方、土日午後／土日以外の午後から／土曜午後 2時間程度／現
役サラリーマンは土日又は平日の夜、定年後の人は平日も可
【学びの未来について】
　しつけ、エチケット、あいさつなど体系的に学び実際に広めたい／一般住民に伝授／町内会・コ
ミュニティーで得意なことを実践する／コミュニティの場で横のつながりが必要／誰かの役に立つ
ため、自分のレベルアップだけのため／ＮＰＯ、公民館／専門知か、一般知か／こもってしまわな
いように出てきてほしい／組織・ネットワークをつくるか、自分が楽しむか／大学は入りにくい／
大学は専門、身近なこととは別／「生涯学習」、専門的な知識を学ぶ場（ex. 富山大学）～地域・コ
ミュニティ、幅広いが受け身ではなく／学びのリーダー、誰もが輝く場を
★ ファシリテータからの感想（仲嶺　政光　富山大学生涯学習部門）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
　まずワーク①、皆さんがどんな学びを実践されているのかをじっくり把握するため、自己紹介
に時間を割きました。お話しをうかがっていると、サテライト講座、県民カレッジ（文学）、公
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開講座、オープン・クラス、外国語専門学校、富山市民大学、食生活改善普及の取り組み、介護
の実践、などがあげられました。
　多様なメンバーでしたが、すぐに打ち解けた雰囲気になったと思います。ただ、少し時間オー
バーだったのが反省点でした。
　ワーク②、大学に対する要望・期待がきわめて高いことを感じました。既存の公開講座・公開
授業のさらなる拡大、他の生涯学習機関との連携・ネットワークづくり、「大学が音頭をとって」
など、様々な意見が交換されました。今後地道に取り組んでいく必要があることを実感させられ
ました。
　ワーク③は、少し抽象的なテーマだったので意見が出てくるかどうか心配でしたが、参加者の
皆さまの協力的な姿勢のおかげで重要なご指摘をいただくことができました。
２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
　自分の学びについて語ることにはどんな意味があるのだろう、ということを思いながらワーク
ショップの当日を迎えました。常日頃の生涯学習の日々について、様々なご意見・ご要望がある
ことに気づかされ、とても貴重な体験をしました。
　参加者の方の中から、「大学は敷居が高くて入りにくい」「専門的すぎてわからない」という声
がありました。それは従来からよく聞く大学像ではありますが、ただ、その敷居の高いとされる
大学まで出向いていただき、活発な議論に参加されている様子をみると、大学と市民との関係は
着実に変化しているのだな、と思わされるところもありました。
　全体として、実りの多い行事だったと思われました。
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ワークショップを終えて
　以下の記述は、各グループの発表内容（ビデオ撮影の記録による）、およびワークで生み出され
た情報（付箋紙に記された内容）をもとにした分析の記録である。
１．学び続ける「幸」齢者、「学ぶって楽しい！」
　「新しいことをするのに年齢制限をかけない」——ワークショップ参加者が生涯学習に積極的に
取り組んでいる方々であることを反映しているせいかもしれないが、加齢ということに対しポジ
ティブに受け止める意見がみられた。すなわちこれは、高齢者を「幸」齢者というふうに読み替え
る表現に端的に示されている。「人生百歳まで現役であります、一生勉強であります」。
　ここには、老いに対する新しい見方が示されていると考えられる。様々な人生経験を積んでから
の学びには、若い世代にはない固有の活力があることを感じさせる。「生涯学習に卒業はない」と
言い切る力強い意見もみられた。
２．ローカル／グローバルな学び
　各グループの付箋紙情報の列挙の中に示されているように、ワークショップ参加者の学びは実に
様々なジャンルに及んでいる。「魚のさばき方」「スマートフォンの使い方」などの個人的な知識・
スキルから「宇宙の理論」まで幅広い。
　一方には「地域を学ぶ講座がほしい」というローカルな学びの要求がある。「土地の人の持って
いる知識を集めて、何らかの形にしたい」——生涯学習は地域社会を重要な基盤としている。大学
進学や「会社勤め」によって、いったん地域を離れる局面が訪れることも多くあるだろう。しかし
定年退職後、彼ら・彼女らは再び地域に帰っていくことになる。そこで、どういう形で地域に根ざ
した生き方が可能なのか、ということが問われてくる。学びを介してローカルなネットワークにど
う参入できるか、ということが課題となるのである。
　しかしながら他方、具体的な学びの内容をみてみると、外国語の学習、それを活かし「留学生と
学びたい」「外国のボランティア」「海外への富山ＰＲビデオ制作」などグローバルな傾向を持つ学
習ジャンルも多くあげられており、「地域の中」の学びにはとどまらない様子もうかがえた。この
ような両面性も生涯学習の今日的特徴としてあげることができるだろう。
３．「発表する場がほしい！」
　ワークショップ参加者は生涯学習の実践者であり、現在進行形でそれらに取り組んでおられる。
学んだことが即個人的なことがらの何かに役立つことも多いであろう。「もっと現場と学習をつな
ぐ講座がほしい」というように、「実学」重視の声もある。
　しかし、生涯学習の実践は他者との関わりを広げていくことを促すものでもある。すなわち、学
んだ内容を他者に伝え、交流したいという気持ちにさせられることもある、ということである。「学
ぶ→学んだことを周りの人に還元する」「学んだことを職場仲間に広める責任を感じている」「シニ
ア層が知っている歴史とか、地元にずっと伝承されている話とか、それを何とか若い世代に伝えた
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い」というように、学びというものが本来的に開かれた関係性を促すものである、ということも示
されているのである。また、「自分の学びが本当に深まっているのかわからない」というような不
安を解消する、という動機もあるだろう。
　その一つの形として、学んだことの「発表」の機会をもつことをあげることができる。「講座な
りで勉強するんですが、そういう風にして得られた知識を、どこかで発表する場がぜひほしい」、
あるいは具体的には「例えば富山大学でオープン・クラスをやってますけど、一方通行だけではな
くて、受講生が学んだことを、どこかで発表する場、例えば市民大学で」などの意見がある。「そ
れぞれが発表できるということが、その人が輝く場がある」という声も重みをもちつつある。
４．大学を拠点とした生涯学習——学びの不完全燃焼をのりこえる
　学びたい、学んだことを活かしたい、学んだことを誰かに伝えたい、これらの学び・その発信の
パワーはどこからあふれ出してくるのか。その一つの理由に、ワークショップ参加者の多くが若い
時代に十分に学ぶ機会を得ることができなかったのではないか、ということが考えられる。
　いくつかの意見を拾ってみると、「バリケード世代に大学生活を送ったため学びに対して不燃焼
の気分だった」という声があった。それだけでなく、「20 代に学んだ内容と大きく変化していると
ころがある」という高度情報社会に固有の事情もあげられる。
　そうした中、大学に対する期待は着実に高まっている。富山県は生涯学習県として知られ、学び
の機会が豊富な土地柄と言われるが、各生涯学習機関の横の連携が十分ではない、という意見もあっ
た。大学は、従来からの大学開放事業を推進し学びをサポートしていくことに加え、各種機関と手
と手を取り合いながら、とりわけ彼ら・彼女らの学びを発表し語り合う場をどういう形で提供・実
現できるかが問われる。
　ワークショップ参加者の中からは「脱・カルチャースクール」というキーワードもあげられてい
る。知の拠点としての大学らしさ、ということを念頭におきつつ、その特性をふまえながら、新た
な一歩を探ることの必要性を感じさせるワークショップであった。
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アンケート結果から
　本ワークショップの参加者に対するアンケート結果から、いくつかの点について述べる。
　まず、ワークショップの満足度をみると、78％の方が「満足」であると回答している。また、
81％の方が「今後に活かしたい」と回答している。このことから、本ワークショップはまずまずの
成果をあげたと言ってよいだろう。「身にしみるまとめの発表に感激しました」との意見もあった。
その他、「参考になるコメントがあった」が 78％、「学びに対する認識が変わった」が 70％となっ
ており、今後への波及効果も期待できるとみなしてよいだろう。例えば「ワークショップで気づい
たこと」に対する自由記述では、
▲…自分の思いを強く持った方々が多く参加されていた。
▲…すごく学ぶ意欲が高い高齢者が多くて驚きました、そして、そういう方の発言は、本当に心に
残りました。
▲…県内各地から、各界各層で活躍している方の話を聞けてよかったです、学問あり、趣味あり、
健康運動あり、など参加者全員が啓発され、感激しました。
▲…オープン・クラスを受けておられる方のお話しを聞いて、若い学生さんと一緒に受けてみたい
と切に思いました。
などという回答があった。本ワークショップが豊かな相互交流の場として機能していたことがうか
がえる。
　そのことにとどまらず、学びの「その先」を見すえた回答もあった。
▲…皆さんが何か他に活かしたいという人達が多いこと。
▲…新幹線開通、観光富山の役立ちのため、富山市を案内できる機会に役立てたい（英語を話す機
会の活用）。
▲…今語学を学んでいるので、「外国語ボランティア養成講座」は今後へ活かすことにもつながると
思っています。
▲…富山大学オープン・クラスで学んだことの発表の場を与えてほしい、との意見がありました。
▲…オープンクラス受講生の「学ぶ喜び」「体験話」「学びの収穫」を報告するのも良いのでは。
▲…生涯学習…このようにやっていますとの「宣伝」発表会があってもよいだろう。受講生との交
流会…茶話会をやったらどうだろう。
　このような様々な要求・要望にこたえていくことが、生涯学習の拠点としての富山大学を築き上
げていく第一歩となるように思われる。
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あとがき
　終わってみればあっという間の３時間でした！
　大学は、単独の公開講座を運営するだけでなく、地域の生涯学習環境の整備を担う中核として発
展していこうとしています。このたび、様々な場で学んでいる方々に集まっていただけたのは、本
当にうれしい限りでした。準備にご尽力いただいた皆さま、ならびに当日ご参加いただいた皆さま
には、深く感謝申し上げます。
　今回のワークショップは終了しましたが、本当に大事なのは「その先」のところだと言えます。
大学が中心となり、地域の生涯学習振興にどう寄与することができるのか。皆さまからいただいた
生の「声」をもとに、今後とも前進を続けて参りたいと思います。
